
新潟県南魚沼市 産業振興部 商工観光課

南魚沼市観光戦略推進協議会の組織体制
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0.観光地経営を地域全体で考える体制

図のように現状多様な関係者が断続的に連携しているが、継続的には連携できていない

地域一体となった観光振興

観光地経営の中心的な組織

南魚沼市観光協会
（地域DMO）

・観光地経営マネジメント
・関係者への合意形成
・地域プロモーション

商工観光課（行政）
・戦略の策定
・受け入れ体制づくり
・インフラ整備
・広域連携

密接に協力

飲食事業者
・「地域食」の提供

旅行事業者
・旅行商品の企画販売

宿泊事業者
・観光客の宿泊受入れ
・宿泊データの提供

交通事業者
・地域内の移動手段の提供

観光関連団体
・観光ガイド
・山岳救助隊
・自転車組合
・観光資源の研究、利活用
・各種イベントの実施

農林水産事業者
・特産品の付加価値向上
・ツアー、体験コンテンツの造成

商工会
・市内事業者間の連携
・市内イベントを通じた賑わい創出

金融機関
・資金融資

関係市町村連携
新潟県・県観光協会
友好都市・関係自治体

雪国観光圏・そのほか協議会等

情報共有・連携・相互交流

酒類製造事業者
・日本酒を中心とした特産品の
生産、販売

索道事業者
・スキー場を中心とした運営
・スキー場協議会

まちづくり推進機構
・各種イベントの実施
・起業創業支援
・市内雇用の充実化

クリエイター団体
・市内の映像制作
・メディア制作 等

観光施設管理者
・観光入込客数の提供
・各種イベントの実施
・観光客の受入れ

教育関連団体
国際大学・北里大学
愛・南魚沼みらい塾 等

市民
・観光施策に対する理解
・市の魅力発信

地区別観光協会
・連絡調整
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1.全体体制図

庁内組織として、観光戦略推進本部を最上位に位置づけ、
それと連携・連動する形で南魚沼市観光戦略推進協議会を位置付けています。
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2.観光戦略推進本部

庁内の最上位組織として、観光戦略推進本部を立ち上げました。
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3.観光戦略推進協議会

戦略本部会

協
議
会
事
務
局

マーケティング
マネジメント部会

食
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
会

受
入
環
境
整
備
部
会

地域プロモーション部会

観光戦略推進協議会全体図
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3-1.戦略本部会・協議会事務局について

・設置目的
協議会の最終意思決定機関として設置
・役割
南魚沼市観光戦略に沿って事業全体の管理を行う。また、各部会からの意見や事業の結果
等を精査し、優先事業の決定や中長期的な全体のかじ取りを行う。
・活動内容
中長期的な観光戦略に関する事項の決定
協議会の体制に関する事項の決定
事業計画、事業報告に関する事項の審議
協議会全体の規則設計に関する業務
・メンバー（例）
会長：南魚沼市長
副会長：副市長（特命）
南魚沼市観光戦略策定委員会より○名
産業振興部長
商工観光課長
協議会事務局（商工観光課）

・設置目的
協議会の円滑な運営と観光戦略の推進のために設置
・役割
協議会の全体管理、庶務を行う。
・活動内容
各部会や本部会の決定した事業の事務を行う。
・メンバー（例）
商工観光課

戦略本部会

協議会事務局
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3-2.食のブランディング部会・受入環境整備部会について

・設置目的
観光客が安心・快適に滞在できる受入環境を整えるために設置。
・役割
交通・接遇・人材育成など広範な課題を横断的に扱う調整を行い、地域に必要な環境整備について必
要な事業を実施し、南魚沼市に来てよかったを実現する。
・活動内容
タクシー・交通事業者の連携による二次交通の利便性向上
観光人材（接遇・語学・デジタル）の研修企画
公共施設や観光地のバリアフリー化・案内表示改善
観光DXの推進（キャッシュレス・予約システム・多言語対応）
繁忙期の混雑対策や受入調整 等
・メンバー（例）
宿泊施設、金融機関、 交通事業者、まちづくり事業者、観光協会、索道事業者、その他関連団体 等
南魚沼市観光戦略運営準備会から〇名

食のブランディング部会

受入環境整備部会

・設置目的
飲食・宿泊・生産者をつなぎ、地域の食資源を磨き上げ、日本一のローカルガストロノミーの体
現を目指すために設置
・役割
「南魚沼市＝食のまち」として認知されるように食に関連した事業の企画・運営を行い、南魚沼
市に行きたいを実現する
・活動内容
地域の食材やメニューを活かしたイベントの企画・実施
ブランド認証制度の地域内発信
SNS・メディアでの発信強化（食体験のストーリー発信）
宿泊施設・飲食店・生産者の連携商品（宿泊＋食事プラン）の造成
・メンバー（例）
飲食店、宿泊施設、酒蔵、その他関連団体 等
南魚沼市観光戦略運営準備会から〇名
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3-3.マーケティングマネジメント部会・地域プロモーション部会について

・設置目的
地域にどんな人が来て、地域がどうなっているのかを知り、それを地域事業者等に還元するために
設置
・役割
協議会全体のマーケティング戦略を統括し、各部会の取り組みをデータで支え、事業実施に必
要なデータを提供する。
・活動内容
顧客理解に関する調査の実施や、観光統計データの収集・分析
人流分析ツールを活用した地域の実態把握
各部会の事業成果のモニタリングと改善提案
財源確保策の検討（補助金・企業協賛・自主事業）
ゼッピン雪国宣言のブランドマネジメント 等
・メンバー（例）
地域DMO、商工観光課、地域活性化起業人

・設置目的
データマーケティングによるデジタルプロモーションを軸に地域情報を旅行客に提供するために設置
・役割
地域の魅力を戦略的に発信し、誘客を推進することで南魚沼市に来てもらうを実現する。
・活動内容
協議会全体の広報（活動成果の見える化・プレス対応）
公式HP・SNS等のデジタルプロモーションの企画・実行
ターゲット向けキャンペーン・イベント実施
メディア・旅行会社へのプロモーション（ファムトリップ等）
データ分析による効果測定と改善提案
・メンバー（例）
地域DMO、商工観光課、観光アンバサダー
※ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄのメンバーが重複することでデータに関する知見がある状態とする

マーケティングマネジメント部会

地域プロモーション部会
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4.事業の流れ

戦略本部会

協議会事務局

マーケティングマネジメント部会

地域プロモーション部会

事業の検討
（P）

事業の実施
（D）

効果測定
（C）

事業の改善
（A）

食のブランディング部会

受入環境整備部会

事業の検討
（P）

・・・

食のブランディング部会

受入環境整備部会

戦略本部会

②事業の実施

③プロモ―ションの実施

④モニタリングの実施①事業の方向性検討

⑤改善提案

⑥事業の実施

協議会運営補助・庁内連携
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5.参加事業者

観光地経営の中心的な組織

南魚沼市観光協会
（地域DMO）

・観光地経営マネジメント
・関係者への合意形成
・地域プロモーション

商工観光課（行政）
・戦略の策定
・受け入れ体制づくり
・インフラ整備
・広域連携

密接に協力

飲食事業者
・「地域食」の提供

旅行事業者
・旅行商品の企画販売

宿泊事業者
・観光客の宿泊受入れ
・宿泊データの提供

交通事業者
・地域内の移動手段の提供

観光関連団体
・観光ガイド
・山岳救助隊
・自転車組合
・観光資源の研究、利活用
・各種イベントの実施

農林水産事業者
・特産品の付加価値向上
・ツアー、体験コンテンツの造成

商工会
・市内事業者間の連携
・市内イベントを通じた賑わい創出

金融機関
・資金融資

関係市町村連携
新潟県・県観光協会
友好都市・関係自治体

雪国観光圏・そのほか協議会 等

情報共有・連携・相互交流

酒類製造事業者
・日本酒を中心とした特産品の
生産、販売

索道事業者
・スキー場を中心とした運営
・スキー場協議会

まちづくり推進機構
・各種イベントの実施
・起業創業支援
・市内雇用の充実化

クリエイター団体
・市内の映像制作
・メディア制作 等

観光施設管理者
・観光入込客数の提供
・各種イベントの実施
・観光客の受入れ

教育関連団体
国際大学・北里大学
愛・南魚沼みらい塾 等

市民
・観光施策に対する理解
・市の魅力発信

地区別観光協会
・連絡調整

南魚沼市観光戦略策定委員会、観光戦略運営準備会のメンバー選定と同様に
ステークホルダーからお声掛けさせていただきます。
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今後の動きについて

【スケジュール】
R7. 月：規約案完成
R7. 月：メンバー選定・委嘱
R7. 月：協議会の設立・スタートアップミーティング
R8.3月：予算編成

-----令和8年度-----

R8.4月：協議会運営開始

南魚沼市観光戦略策定委員会、南魚沼市観光戦略運営準備会にご参加いただいた方については
改めて、観光戦略推進協議会への参加意向を確認させていただきます。


